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加古川の蝶 : 年間発生状況

島﨑 正美 1)

1) Masami SHIMAZAKI　兵庫県高砂市

はじめに
加古川市は瀬戸内海沿岸部に工業地帯を有しながら，

北部には志方町を中心に田園・里山の自然環境が豊富に

残っていて，環境省のレッドリスト（日本で絶滅のおそ

れがある野生生物種のリスト）に記載されている絶滅危

惧種，準絶滅危惧種が 2009 年現在で 6種もみられる，

いまどき貴重な地域である．

今回，その 6種を含めて加古川地区にはいったいど

んな種が，どのような活動をしているのかを知る目的で，

ギフチョウの自然保護活動を目的として 1999 年 5 月

に発足したボランティア活動団体である「加古川の里山・

ギフチョウ・ネット」会員による過去の蓄積データをつ

き合わせ，年間発生状況という視点で表としてまとめて

みた．その結果，できあがった表をじっくりみると，こ

れまで漠然としていた各種の発生状況が定性的ではある

がある程度明らかにできるリストとなっていることが分

かり，参考資料として公表することとした．

観察データの収集
今回の年間観察記録は，ギフチョウ・ネット会員で

ある以下の各氏によるデータベース
① 立岩幸雄氏がインターネット・ホームページで公開している

2000 年から 2009 年までのフィールド日誌

② 竹内隆氏による 1996 年から 2009 年までの記録

③ 近藤伸一氏による 1980 年から 2000 年までの記録

に筆者の 1981 年から 2009 年までの記録を加えて，加

古川市，および高砂市阿弥陀地区の記録を採用した．広

畑・近藤（2007）による「兵庫県の蝶」も参考とした．

年間発生状況の作成
1 年間を各月，上旬（1-9 日），中旬（10-19 日），下

旬（21-31 日）に区分し，1980 年から 2009 年までの

記録をすべて採用，記録した．区別点としては，付表凡

例に示したように，安定的な通常発生とみなせる場合に

●，年によって常に発生を認めるとはいえない記録には

＊，越冬個体は○，その越冬個体がたまに活動した場合

には（○）の記号とした．ゴイシシジミとキマダラルリ

ツバメのきわめて数少ない記録は，表内に実際の観察記

録を示し，備考欄に観察地を記載した．

結果と考察
種別（横軸）に出現度で年間旬数 36に対してどれだ

け観察できたかを算出し，その度合いをパーセント数値

でも示した．また，縦軸集計では各旬単位で観察できた

種の数と，全体種に対するパーセント数値を算出した．

 年間を通じた出現度が 70%を超える種として，モン

キチョウ，モンシロチョウ，キタキチョウ，ウラギンシ

ジミ，ムラサキシジミ，ベニシジミ，ヤマトシジミ，ヒ

メアカタテハ，キタテハ，ツマグロヒョウモンの 10種

を認めるが，ムラサキシジミは数値が示すほどには分布

が広くはない．

凡例に示した観察記録が少ない種として，出現度が

3以下となっている，オナガアゲハ，ミヤマカラスアゲ

ハ，ウラナミアカシジミ，キマダラルリツバメ，ゴイシ

シジミ，アサギマダラ，ミドリヒョウモン，クモガタヒョ

ウモン，ヒメキマダラセセリの 9種がある．多くが山

地性の蝶であって納得できるが，このうちキマダラルリ

ツバメに関しては，1983-5 年当時 6月 20 日前後にか

なりの数が発生しており，ハリブトシリアゲアリもサク

ラ並木や長楽寺境内にある数本のサクラなどで見られて

いる．1986 年以降の観察記録がないのは現地を継続観
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察できていないためで，数年は継続発生していた可能

性があるが，1983 年に蛹を発見できたサクラの木は

その後老朽化のために切り倒されたりしている．他の

サクラ並木はまだ残っている状況ではあるが，残念な

がらここに示した記録地では絶滅したと考えられる．

アサギマダラはツマグロキチョウとともに，加古

川地区内で発生していることの確認ができていなく，

他地域での発生個体の飛来による可能性もあり，今後，

発生の有無という視点で注目したい種である．

キタキチョウやキタテハのように明確に季節変異

を示す種については，この表からその変異時期をある

ていど把握できるが，1980-2009 年までのデータを

機械的にすべて記入する方法では限界がある．

今回のまとめから，蝶の発生ピーク，あるいは世

代交代の時期があるていどは推定できるが，その正確

な把握には，種ごとの年間継続観察が必要である．ま

た，発生時期の個体数を取り込んだ，発生ピークの定

量的分析にまで発展させることや，種ごとの生息分布

を整理することも課題として残る．
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加古川の蝶に関する蓄積データを提供くださった

竹内隆氏，立岩幸雄氏，および，データを提供いただ

くと同時に，今回のまとめの公表をお勧めくださった

近藤伸一氏，皆様に深く感謝いたします．
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